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一ω
設
に
た
く
さ
ん
の
も
の
を
燃

や
さ
な
い
。

③
芳
ソ
ソ
ン

@
V
J
油
な
ど
の
危
換

物
や
燃
一
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で

た
き
火
を
し
な
い
。

一ψ
水
や
消
火
器
な
ど
を
間
窓
し
、

年
の
瀬
は
勾
の
締
め
く
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
向
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、
ま
た
時
節
柄
、
緩
一
一
層
そ
の
場
を
絶
対
離
れ
な
い
。

⑤
子
供
だ
け
で
、
た
き
火
告
さ
せ

器
兵
の
使
用
が
増
え
る
と
同
時
に
、
忘
年
会
な
ど
で
外
出
す
る
機
会
も
多
く
、
火
に
奔
す
る
注
青
山

c
i

千
人
吋

!v

が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
o

こ
の
た
め
、
市
消
初
本
部
で
は
、
土
一
口
千
五
れ
か
ら
一
二
十
一
日
⑧
た
き
火
が
終
わ
っ
た
ら
、
水
や

ま
で
の
一
遡
照
を
「
歳
未
火
災
特
別
響
或
」
と
し
、
防
火
管
理
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
ま
す
。
市
民
砂
を
必
ず
か
け
る
。

な
お
、
多
品
阜
の
ご
み
を
品
燃
や
す

の
み
な
さ
ん
、
明
る
い
お
正
月
を
涼
え
る
た
め
に
、
火
の
冗
こ
ま
!
分
注
窓
し
て
く
だ
さ
い
の

と
き
は
、
消
防
苓
に
説
け
出
る
こ
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た
ば
こ
の
十
五
件
て
、
昨
年
よ
り
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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♂
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加

し
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を

防
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か
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市

消

防

本
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で

は

、

震

の

み

な
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，

と

の

は
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遜

一

一

戸

締
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を

し

、

家
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り

に
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な
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ん

に

切

る

く

楽

し

い

お

正

月

余

一

穣

ス

火

L

特
に
火
災
の
原
…
聞
で
自
な
つ
の
燃
物
等
特
え
や
す
い
も
の
を
置
か
を
翠
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
二
十

一

事

ガ

放

た

た

火

一

一

-

t

ri--ー
!
|
|
い
に
は
、
放
火
の
疑
い
の
こ
す
一
件
と
な
い
こ
と
で
す
。
五
日
か
ら
三
十
一
日
日
ま
で
の
一
週

市
内
で
十
一
月
末
臼
ま
で
に
突
き

e
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也
開
削
「
歳
未
火
災
特
別
警
戒
」
と
し

生

し

た

火

災

件

昔

、

百

一

一

件

で

饗

恕

曜

乙

拡

競

輪

関

JL消
防
警
を
動
員
し
、
火

昨
年
間
四
時
期
と
比
較
し
て
一
一
l

十一二

4
1
4

・

a

a

t

a

l

i

-

災
の
讐
戒
に
あ
た
り
一
ま
す
。

件
の
増
加
、
月
平
均
で
は
…
か
丹
昨
年
よ
り
十
件
増
加
し
て
い
る
長
い
持
聞
く
す
ぶ
り
続
け
る
た
期
間
中
は
、
市
消
紡
本
部
、
消

九
@
二
件
(
昨
年
七
@
一
件
)
の
た
ば
こ
火
災
の
十
五
件
は
、
寝
た
め
、
ぐ
っ
す
り
寝
入
っ
て
、
有
毒
紡
導
、
消
防
分
間
凶
が
市
民
の
み
な

火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
ば
こ
と
た
ば
こ
の
投
け
捨
て
が
主
ガ
ス
等
に
よ
り
尊
い
生
命
を
失
う
さ
ん
に
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

り

ま

す

。

な

原

画

で

す

o

た
ば
こ
の
火
は
、
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
す
。
ま
た
、
消
妨
署
で
は
、
常

火
災
の
主
な
原
田
山
を
見
る
と
、
消
し
た
つ
も
り
で
も
火
種
が
残
っ
た
ば
こ
火
災
を
紡
ぐ
に
は
、
寝
時
七
十
人
の
消
紡
署
員
と
は
し
ご

放
火
の
疑
い
が
七
十
一
件
、
が
ス
て
い
た
り
、
火
去
が
落
ち
て
も
気
た
ば
こ
と
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
車
一
ニ
ム
口
、
化
学
車
一
一
台
、
消
防
白

こ
ん
ろ
が
よ
1
七
件
、
た
ば
こ
が
十
が
つ
か
ず
、
座
布
団
や
毛
布
等
の
を
絶
対
し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
動
車
十
台
を
配
備
し
、
い
つ
で
も

五
件
、
た
き
火
が
九
件
、
火
遊
び
寝
長
な
ど
へ
燃
え
移
っ
て
火
災
に
て
歩
行
中
の
喫
煙
は
や
め
て
灰
皿
出
動
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま

が
四
件
の
般
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
る
ケ
ー
ス
が
圧
俗
的
で
す
。
ま
の
あ
る
所
で
吸
い
、
必
ず
消
し
た
す
。

毎
年
多
い
こ
ん
ろ
の
火
災
は
、
た
、
た
ば
こ
の
火
災
は
、
出
火
ま
こ
と
を
確
認
し
て
、
燃
え
や
す
い
消
防
分
間
で
は
、
二
十
九
日
か

十
七
件
の
う
ち
十
二
件
が
天
ぷ
ら
で
の
時
時
間
が
三
十
分
か
ら
十
時
時
間
も
の
の
あ
る
場
所
に
灰
郎
宇
品
且
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
一
一
日
旬
、
各

地
が
原
閉
山
で
す
。
こ
れ
は
、
天
ぷ
を
超
え
る
も
の
ま
で
と
様
々
で
、
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
分
間
と
も
十
人
の
分
団
員
を
分
間

ら
を
録
げ
る
と
き
、
池
を
宗
一
一
弘
た
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庁
舎
に
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後
八
時
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話
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来
客
な
ど
に
よ
り
「
う
っ
か

1

1
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備
し
ま
す
。

り
忘
れ
て
」
火
災
に
な
る
ケ
i

年
の
瀬
は
、
家
の
中
の
大
掃
除
回
数
が
増
え
る
時
期
で
す
。
火
災
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

ス
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
、
古
い
や
駐
の
清
掃
な
ど
で
、
た
き
火
の
た
き
火
か
ら
火
災
に
な
っ
た
経
生
命
を
失
う
ば
か
り
か
、
財
産
そ

過
を
見
る
と
、
燭
屈
の
燃
え
や
す
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
民
の

い
も
の
へ
燃
え
移
っ
た
り
、
火
の
み
な
さ
ん
も
寝
る
前
や
家
を
留
守

粉
に
よ
っ
て
枯
れ
草
な
ど
へ
燃
え
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
火
の
允
を

広
が
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
な
確
め
、
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
十

っ
て
い
ま
す
。
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
次
の
消
火
栓
等
の
消
妨
水
利
の
あ
る
付

点
在
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
。
近
に
は
、
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を

①
風
の
強
い
臼
は
絶
対
し
な
い
。
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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合
:
い
よ
い
よ
年
の
瀬
。
一
年
の
総
決
算
め
同
町
一
期
で
あ
る
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
・
肯

台
。
気
ぜ
わ
し
い
心
の
す
き
を
つ
い
て
交
通
事
故
や
犯
罪
が
増
加
す
る
た
め
、
平
塚
瞥
察
響
匂
ι

官

官
で
は
取
り
締
ま
り
を
強
め
る
…
方
、
飲
沼
運
転
な
ど
で
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
・
官

官
ま
た
祭
き
巣
な
ど
の
被
害
に
あ
う
こ
と
の
な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
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日
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∞
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川

町

一

平

故

は

に

い

平

塚

吏

文

通

安

全

対

策

協

議

会

一

「

車

を

置

い

て

帰

れ

な

か

っ

た

」

忽

1

〈

※

事

年

既

て

で
は
、
十
二
月
十
一
尽
か
ら
二
十
一
と
か
「
砕
い
が
さ
め
た
と
患
っ
一
こ
し
た
結
果
と
し
て
の
悲
雨
明
の
波
て
遊
説
神
経
が
鈍
く
な
り
、
判
断

臼
ま
で
の
十
日
間
、
飲
酒
遼
転
。
一
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
に
都
一
紋
は
出
来
て
し
な
く
、
ケ
ー
ス
に
よ
一
が
選
く
な
る

違
法
駐
車
の
迫
放
を
量
一
占
…
に
、
年
一
合
良
く
判
断
し
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
一
つ
て
は
職
場
か
ら
の
解
産
、
総
一
円
)
欽
材
調
中
盤
抗
戦
に
よ
る
務
教
の
特
例
一
ス
の
容
が
政
い

米
の
交
通
事
故
防
止
逮
薮
を
震
関
一
て
し
ま
っ
た
ケ
i
ス
が
多
い
。
一
婚
、
一
家
線
数
な
ど
が
待
ち
受
け
一
智
正
初
あ
る
い
は
追
突
事
故
が
事
了
夜
間
の
自
転
車
、
多
行
者
と
の
一

し
て
い
る
。
一
帯
〈
湿
事
故
全
体
か
ら
免
る
と
、
一
て
い
る
。
最
震
の
家
践
を
悲
し
ま
一
く
、
当
然
の
こ
と
死
亡
す
る
ケ
i
一
事
故
が
多
い
一

年
来
年
始
を
迎
え
る
こ
の
待
問
問
一
百
件
の
事
故
が
発
生
し
た
場
ム
問
、
一
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
欽
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泊
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が
、
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湾
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取
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締
ま
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を
議
め
る
こ
と
に
し
一
欽
溺
運
転
で
人
を
殺
傷
し
た
場
一
ム
悦
カ
が
低
下
す
る
一
こ
の
特
別
は
、
季
節
柄
乗
り
物
一
を
辺
守
に
す
る
機
会
が
多
く
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M
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と
い
う
判
決
か
常
了
速
度
変
耳
¥
裕
子
と
の
政
難
怒
一
の
盗
難
が
多
く
な
る
ほ
か
、
山
買
い
一
の
に
加
え
て
、
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら
一

轟
飲
酒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多
く
は
、
一
織
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
室
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り

で

認

。

、

先

常

常

潟

百

日

の

な

る

~

ね

〕

同

悼

の

と

ど

む

と

宮

川

町

議

行

問

芝

府

立

一

{

乗

り

習

量

に

}

潟

、

心

/

二

の

足

場

に

起

さ

れ

や

す

い

は

し

…

一

五

一

一

一

」

士

一

一

諮

問

一

式

訪

ね

謀

長

虫

色

町

一

一

一

一

一

古

川

町

一

十

時

前

日

日

一

MAR-uHく
の
は

詰
詰
か

Z

A

L

込
町
五
唱
す
諮
問
f
剛一立一一一

T
u
t
r
一

L
辛口市

LnkhrMh152銅

器

…

忠

一

一

一

一

一

一

生

丘

一

一

一

世

間

一

喜

一

需

品

…

…

判

官

一

一

一

目

前

一

抱

一

一

作

白

川

宇

治

一

、

し

沼

市

一

一

昔

話

樹

立

し

z
f詰
仁
王
立
に
γ
は
4
3
3
3
7ロ

一

刊

誌

は

U
P
U
-て

寄
っ
て
ま
人
に
注
意
し

年
ご
み
遼
つ
年
目
白
:
:
j
o
i
e
-
e
・
e
・
-
o
:
:
;
:
:求

i

s

-

-

i

o

:

;

j

o

i

e

p

a

j

?

j

i

キ

φ

9

0

7

:

:

9

0

0

9

6

9

一
ょ
う
。
ま
た
卓
ー
か
ら
隣
れ
る
と
き
ア
パ
ツ
グ
は
償
え
る
よ
う
に
i
人

る

ご

聞

な

た

集

ご
よ

λ
あ

わ

お

)

む

口

同

議

集

築

集

日

の

け

収

]

と

一

は

必

ず

キ

1

を

抜

き

、

ド

ア

ロ

y
一
通
む
の
少
な
い
道
や
騒
い
道
は
遊

集

お

諮

問

立

同

機

開

制

問

削

号

泣

お

と

峨

M
J
7を
し

て

お

こ

う

す

、

パ

y
グ
な
ど
は
車
道
と
反
対

間

同

る

の

な

と

て

ダ

自

ら

の

分

分

分

分

。

り

り

り

川

凶

作

な

の

ご

は

月

一

議

ぎ

出

離

に

ご

関

心

/

〕

一

側

の

ま

い

脇

の

下

に

し

っ

か

り

掲

桝

い

い

品

る

い

ン

幻

か

O
町民

O

}

)

)

)

お

お

お

お

は

は

祭

み

生

区

1

7

鍵

雪

ノ

の

習

慣

を

主

巣

の

一

え

る

よ

一

定

し

て

持

と

う

持

て

逮

薬

い

つ

レ

月

)

る

地

る

月

火

月

火

ど

ど

ど

ど

け

て

収

ご

再

地

が

一

L

F

第
a

っ

間

同

学

て

に

カ

ロ

火

な

金

す

{

築

(

集

集

集

(

築

(

集

常

常

常

常

葉

集

せ

っ

列

い

源

央

日

一

j

i

l

l

i

l

l

1

1

1

1

1

l

i

l

l

l

i

l

i

-

-

-

一

戸

な

お

化

れ

闇

鳴

ら

は

(

に

録

集

臼

収

臼

収

収

収

日

収

日

収

平

平

半

平

収

収

打

よ

期

な

資

中

曜

一

一

マ

受

藻

検

庁

長

官

表

彰

浅

間

岡

山…
rEι

蜘

樹

立

J
叩

同

村

山

枯

れ

M

]
山

村

3

m

M

誌

誌

れ

判

定

。

β
一

品

川

一

…

国

長

年

金

一

事

業

一

納

付

組

合

)

一

搾

側

一

一

白

目

的

も

入

手

え

は

計

一

一

札

3

2

1

2

1

却
が
粧

ω間
組

わ

り

み

が

り

み

り

り

2

加

点

材

掛

辺

市

第

一

一

協

力

者

を

表

彰

一

平

一

室

容

器

、

豊

富

下

主

題
)
収
近
と
な
談
み
日
中
〈
は
し
木
に
区
{
(
箆
〈
(
即
位
(
〈
鋒
(
(
輸
措
ハ
リ

ι
ご

(

L

ご

{

一

げ

し

(

込

め

了

(

曜

北

る

比

一

一

治

会

一

泊

倍

元

議

で

品

品

医

説

話

諮

問

禁

日

禁

印

刷

旧

日

い

問

日

生

日

日

み

問

山

政

J

間
刊
誌
か
れ
一
平
成
一
一
年
度
震
年
金
事
業
優
一
マ
照
知
事
表
彰
(
翼
年
金
委
員
)
一

白
ど
お
が
に
に
る
、
る
、
か
、
れ
淑
丹
月
一
世
月
一
月
一
世
月
月
・
汚
丹
@
問
問
凡
な
問
削
湾
問
問
ご
月
間
円
、
で
る
1
第
い
つ
1
一
良
団
体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
一
十
一
口
沢
稔
(
替
、
石
田
千
代
子
一

四
時

J
器

棚

せ

詩

的

腕

日

常

ロ

1

2

1

2

ぺ
+

2

1

5

ぺ

せ

廿

1

源

了

時

?

し

i
J川
い
刊
は
間
一
年
問
民
年
金
事
業
に
協
力
さ
れ
た
一
(
田
村
て
柳
田
一
一
郎
(
幸
町
二

Z
に

た

o

た

搬

船

今

収

時

宣

言

そ

月

末

始

。

主

主

開

始

米

火

+

主

轍

来

始

資

末

的

臨

宋

始

MLι
③
第
な
日
曜
一
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
た
。
一
山
田
重
治
(
上
吉
沢
)
、
葉
寿
一

み

う

よ

ね

り

3

1

2

E

年

年

年

年

{

年

年

年

年

年

年

年

年

(

収

と

ま

(

奪

略

二

機

(

山

下

)

一

緩平成 2匂 J2J'3と:) 1 Jjの犯罪

総数は293件で、そむうち窃lZfカ守260

持と全体の90おをめ、傷害 7件、

さぎ 4件、恐喝 3件、殺人伺脅迫。横

領・偽造 a わいせつ各 l件、その

他 13件と絞い ζいるa

古
市
渓
抑
制
談
窓
一
お
i
一
一
二
内
線
一
一
九
一
一
一

心
人
権
法
律
相
談
『
は
月
口
日
(
火
)
、
ー
河
7
日
(
火
)
、

ハ
ゾ
行
政
務
槽
相
続

F

日時
t
j
日時

合
一
般
法
捧
椙
雄
日
月
凶
日
(
水
)
、
1
月
8
日(水)、

予
約
制
(
電
語
で
も
町
)
、
日
時
3
刊
時

C
登
わ
郎
、
鉄
託
、
制
緩
摺
談
1
月
刊
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

〈V
一
説
市
昭
氏
朝
日
設
毎
日
(
た
だ
し
、
ゴ
曜
は
日
時
ま
で
、
日

曜
唱
祝
日
第
2
・
第
4
ナ
援
は
除
く
)

ハν濡
難
生
活
相
談
日
月
初
日
(
金
)
、
i
月
刊
日
(
金
)
、

9
時
3
日
時

〈
ひ
定
前
年
金
栂
説
1
月
9
日
(
木
)
、
日
山
時
1
日
時

。
発
明
考
諜
特
許
相
談
1
月
6
司
(
月
)
、
叩
時
t

、九時

八
日
〉
下
繍
取
引
相
穀
ロ
月
山
日
(
木
)
、
日
時
日
分
S
M
時

八
〉
性
噂
相
説
(
新
築
補
棺
な
ど
)
ロ
月
日
日
(
火
)
、
日
時
S
M
時

を
務
少
年
絶
叫
臥
察
(
市
民
セ
ン
タ
)
判
例
1
2
七
一
一
一

丹
r

、J

金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

心
掛
み
ご
と
は

M

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
i
七
八
三
。

月
ー
ェ
曜
日
9
時
1
日
時
却
分

議
役
会
銭
的
ω
j
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

〈
〉
心
絞
ご
と
相
続
醤
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

〈
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
丹
1
金
曜
日
、

9
時
3
日
即
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
時
一
は
撒
く
)

八
〉
轄
輔
相
談
毎
週
百
瞳
日
、
同
時
3
日
時

(
第
3
日
曜
日
を
融
く
)

。
母
子
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

心
整
鹿
児
童
相
鍛
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
ら
同
時

。
高
齢
者
織
鑑
欄
鱗
聾
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
却
分
5
日時

(
土
曜
日
は
立
時
ま
で
、
第
2
e
第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
購
入
相
総
轄
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
1
日
時



鏡 485号平成3年守 2.F.l15B

分部るす器
購設が者有所の物加

盟臨

南
水
漫
謹
ま
す

平
成
一
一
一
年
凌
霊
来
で
公
共
下
水
一
こ
の
区

道
を
繋
備
し
た
区
域
が
、
十
二
月
一
て
い
る
方
は
、

一
日
か
ら
処
理
開
始
と
な
っ
た
。
一

(3) 

18持30分喜善意言2}寺14時きと 市農ゼンターホール
午諸君望書寺30分 草 寺 分

開場

郷二士一芸能 f城所ばやしj

式典

記念講演
r~幹事蓄はこれからだ/J

林家こぶ率

9 : 30 

9 50 

10: 20 

11 : 0。

ところ

@入場料 5席5，OOOF号 A席4，500月
@続発券 12月15BI0持から市民センター、チケ

ットぴあ、ヤンレイレコード、穏元箆楽器底、サ

クラ寄宿本応、花水警底外で発売

揺市民センターの霊童話予約は、 12月17Bから受付

市民センター電話32-2235



〈ヰ〉主事馬主3ま手守主主持守正予お

藤
永
品
、
催
し
物
コ
ー
ナ
ー
で
い
っ
ぱ
い
の

緩
薬
ま
つ
り
会
場

さいころゲーム符が当たるかな

らっち、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
で

楽
し
そ
う
で
す
ね

市
内
の
産
業
骨
盤
産
品
判
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
紹
介
し
よ
う
と
「
産
業
ま
つ
り
」
と
一
J
A

湘
宙
開
で
て
こ
い
ま
つ
り
」
が
閤
聞
か
れ
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り
会
場
の
見
民
間
体
育
館
で
は
、

幾
産
物
等
の
展
示
や
姉
妹
都
市
ロ
ー
レ
ン
ス

市
、
花
巻
君
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
広
い

フ
ロ
ア
ー
が
狭
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

周
辺
で
も
、
新
鮮
な
野
菜
や
負
数
の
閉
山
売
、

ポ
ン
ハ
ゼ
、
漁
師
鏑
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
訪

れ
た
入
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
で
て
こ
い
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
総
合

公
開
国
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
大
会
や
お
も
ち

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お
米
の
P
Rを
し
な
が

ら
楽
し
い
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
か
か
し
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

ど
れ
も
傑
作
ば
か
り
で
親
子
連
れ
の
自
を

楽
し
ま
せ
、
特
に
吉
田
元
首
相
の
辺
阜
の
自
由

化
反
対
?
」
は
、
な
ぜ
か
強
く
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

〈
〉
入
場
自
お

@
ロ
月
目
白
(
臼
)
9
時
第
八
回
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

'
U月
訟
弓
(
日
)
9
持
協
会
対
抗
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
ロ
月
お
尽
(
ホ
)
9
待
問
市
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

'
1
月
5
5
(臼
)
9時
新
春
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

・
1
月刊
M
B
(
臼
)
9時
市
内
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

n

H

U

時
新
年
弓
道
射
会

平
成
三
年
度
平
塚
市
中
学
校
体
一
生
を
募
集
す
る
。
日

育
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
吋
の
表
第
一
マ
期
日

1
月
刊
山
田
(
臼
)
午
前
一

式
が
十
一
月
二
十
六
日
、
教
育
会
一
日
時
小
学
生
6
年
生
e

中
学
一

舘

で

行

わ

れ

た

。

一

生

、

午

前

立

時

小

学

5
年
生
一

こ
の
諮
捻
子
校
の
グ
ラ
フ
活
動
…
ヤ
会
場
平
塚
競
技
場
一

を
謙
一
し
な
が
ら
日
ご
ろ
練
留
を
重
一
マ
競
技
種
目
小
学
生
男
子
一
一

ね
、
各
大
会
で
好
成
績
を
あ
げ
た
一
千
日
州
、
同
女
子
一
千
討
、
中
学

選
手
一
を
表
彰
す
る
も
の
。
今
年
は
一
生
自
力
子
三
千
灯
、
向
女
子
二

五
つ
の
ク
ラ
ブ
(
邸
体
)
、
六
人
一
千
れ

(
偶
人
)
の
選
手
に
鰭
ら
れ
た
。
一
マ
参
治
資
格
宮
市
内
に
お
住
ま

(
敬
総
略
)
一
い
の
小
学
5
年
生
r
、
!
ー
中
学
生
②

{

間

体

}

一

保

護

者

の

本

諾

が

得

ら

れ

る

方

・
金
同
地
中
女
子
水
泳
部
関
東
中
一
マ
申
込
期
限
ロ
月
幻
日
(
火
)

学
校
競
技
大
会
四
百
日
山
メ
ド
レ
ー
一
マ
申
込
先
見
附
ム
ロ
体
育
館
内
体

ジ
レ
l

優
勝
、
集
中
学
校
総
合
一
育
課
(
電
話
況
l
コ一

O
六
O
)

体
育
大
会
四
百
れ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
一

一
ス
ポ
ー
ツ
の
総
菜

1

3
位
、
間
交
子
総
合

3
位一

a

太
洋
中
女
子
隠
と
競
技
部
市
一
十
月
・
十
一
月
に
行
わ
れ
た
ス

中
学
校
総
合
体
育
大
会
5
年
連
続
一
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

優

勝

一

り

。

(

敬

称

略

)

・
太
洋
中
自
力
子
ソ
フ
ト
ボ
!
ル
部
一
{
第
問
問
平
塚
ゲ
i
ト
ポ
i
ル
大

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
慢
勝
一
会
}
凶
月
何
日
臼
、
総
合
公
康
平

e

金
旭
中
男
子
軟
式
庭
球
部
県
一
の
は
ら
つ
は
、
参
加
品
チ
ー
ム

2 月日誌{金)~口器
3 )畠 48 (車中 1)由)

ー出発 14日(金)今後 9時見附台体育館前

・帰港 17白(月)午後 8時 n 

E 金場長野県国設戸狩スキー場

・会費 32，OOOfIJ (宿泊費、交通腎等)

・募集人員 40人(定員になりしだし i締め切り)

個事加資格市内在住、在勤、在戸./'iで践以[-_

の健康な男女

・申し込み 12月】 68聞から見附合体内、館内体訂

課(電話31← 3060) で受け付けするので、幸1Jfi

授を添えて申し込みを。
さを主主



6

一
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省高J売所 ↑1民センタ…、チケットセソン、チケ

ットぴあ、ヤンレイレコード、不百元民業 端 、 サ

クラ宇Jc'f，、1t"i勺者m
n可い汁わせ 市民センタ ι起訴32-2235 
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ロ
持
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
た
め
来

定

υ

H

V

H

持

η
M

八
〉
臼
本
女
子
サ
ッ
カ
j
リ
i
グ
(
中
学
生
以
上
八
百
円
)

'
1
月
刊
以
臼
(
臼
)
ロ
侍
読
売
ク
ラ
ブ
対
旭
鼠
際

川

げ

は

時

日

産

F
C対
田
崎
神
戸

〈
〉
そ
の
外
の
大
会
(
無
料
)

・
ロ
月
間
以
臼
(
臼
)
9
時
市
民
ロ
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く)，l'i附合体務童書〈電話31 初 57)

・開政種目 卓球、パドミントン、ハスケッ

子、、軟式躍球 (---16時)、バレ…守~)

， 12月 1613(月)午後 1時~午後呂時

lfヲ1313 (汚) ノノ

く〉金問公民館体湾童書〈電話3l- 2136) 

く〉金窓公渓鐙体資重宮(電話出 01(1)

。神a公民館体育館〈電話55--(239)

・開放種展 ノ可レー(9時尽き〉、パド ミ ン

トン、卓球(13時~16弘前、ハスケット (16
時 -20時)、

lJ寺2013(月)午前 9特~午後 8時

被 2f-jク〉の申し込みは 1月 7 ド前 9持から



(6) 平成3ま手守二三月守主58重寵485~

タザソ一条λの義撃証
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。
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た
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五
十
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小説祖父
ピツグアップ ル 殺 人 事 件

海老名みどむ

美貌む影 笹沢左保

出向光 近藤{~~本郎

恋 愛伝説1997 ねじめム

樺 的 ディック腸フランシス

横浜ふらんす物語 2輩出 土

パベルの譲り 野阿梓

南海 の 風 霊堂児鄭成功伴野朗

文芸春秋惣編小説館 文主審杭

室主 霊室 。 主主

季子日水議題ハガキの締法

貿出版社

こんな病気がふえてきた

i塵'F1J朝日編

徐立冨と毛筆でかくハガキの四季

[当]点磐竹

鈴木鱒二鈴木健ニインタビュー集

役会科学@その後
奴隷イ七される子洪

口ジャ、，ソヤ

※掲載した図書は購入した~1醤の

部。詳しくは信号言語察官本館にお尋ねを。

(
敬
称
略
)

マ
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秀
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部
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(
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年
)
、
時
…
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(
金
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賞
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潜
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倉
彩
(
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税
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も
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う
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小
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郊
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友
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友
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。日時 片 22H (H) 今rJiJの部 11時~、

今後の部 14時、

信会場 神打公民館長会事

内訴 さるじぞう、えばんげきじよう

入場券 時から北図書館力ウンタ

r配布。各1:'>0人先着構

{庖番館本館 e 電話31~-0415 :i 

• fl佐子 12t125f i (/1<)σコ怒.~ 11股子、、

守後の(';11 14時 ~

会 場 開 舟 翻 3精ホール

内存 グリム民話「ひとち七つ!

へ場券 当日 1()待与4()分から こども主人口で

配布。各160人先者順

て東海大学E君議室蓄のご手Ijf語を

必目立東海大学同!河内館 ζ の将早々

不'1乃jを行っている。許しくは、出宮本館に

お4ねを。

ヂIJjねできるノJ 刊誌設以 jで、市部?で館の利

，l-Tj骨髄をしているん

参 列 刑 内 容 資料伽刊行物の 情 、 付 属 関

和H召

ずr開頼時間

火縁日 9時、時3C分

((む曜日のみ、常望と参考一字は 9 時~18時
日〉ラ})

公体舘詩 É:f'週Jj輔日、日、 28 日 ~1

Pl4日

会顕著接競本鰭

間移忍鑓T12.~41

p 不J-~

全只

ー貯与

網会場

2 対象

防ヲ〉

乞わf)

J 開館時給

火、絞ιo時~乙Hl!f:W介
グ)h 9f時、弘子)

v体鶴田 、 1 2}-j24\:_-1 、訪日，~- 1 

n 4 ['1 

警世年金掠

〒日浅間関口 電話32---7029 

ジスマニえの主義い

日〈土) 14持30分、 16時

会 場 斉少年会鮪集会室

之さ ノJゾ c人少易自由〉

内海軒、ゲム、サンタからのプレゼン

トヵ、

どう繁喜整会

l丹羽田(臼〉叩時.14時、鐘金主主

iタオタオ絵本舗 n クその不思議な舟」泊分

心 1)害 問 自 ( 箆 ) 10持。 14輔、集合蜜

。田舎のネズミと都会のネズミ j泊分

(摂岩は歯番館〉

ソウム「発達言滋繁」

は燕数のケレ タ と、などらか

な f栴 J と岬ばれる地形におおれれ亡い

る。今川はこ白単調な役界ぞ玄競

ったり、ピデオ映揮で紹介する。(l1n9 

f 1~~.1 2J-J26 日)

日月の投影田

15U 、 22日、日、(11~寺予〉

21H (11時)

・投臨時間 分

@定員 86人

ー親覧料 lOOF"J (当行のど干前 9時から博物館

1階受付で発売〉

合縄倉官時鵠 9持、 16時 50分

合体競馬 毎 週 月 親 日 、 月24U、 3

月 31日
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回受ける。

盤接横方法 市民病院 a 共済病院の

みで年院を通じて接需できる。持

掲げは民新とご相談を。

題懇料金 無料

羅 保 険 証 、 母 子 健 康 手 械 を 持 多

誤報ひちつか平成3ま手守二主湾守を58

骨脅鍵センタ

中里34~17 電話34-03日

駅前パスターミナル 5番縮中翠

経由日向岡行または諏訪町経由市

民病院特「箆瞭センター前j下車

田平嘩揮盤所

景 原町 2-21 電話32---0130

駅前パスターミナル 2醤 繰 秦野

駅行 1営 林 署 前J 下車

〈ア〉

生後10か月から 1隷未満の乳 幼児

が受りる鍵康診を。笹子融廉同 長別

冊 j そ持参のうえ指定の医療機 関で

受診を。

豪語欝 1離 対象は 3か月以 4識 米

摘の乳幼児。 3週間から 8週間の

間開で 3D月受ける。

麟第 2期第 1期目 3問羽田接種目

から 1年以 L 年 6か月以内に l

受ける 5揖 6か月に達するま

で受けられるが、 4議までに終 f

するととが主主ましい。

鶴間業訳、病院で接種を。接横目は

医師とご和議を。

鶴料金無料

額 保 検 証 、 母 子 髄 麗 予 艇 を 持 事

赤
ち
ゃ
ん
の
鵬
融
緩

審議母子躍践す三帳本照 e 別冊、業主ï:~用

見、歯ブラシ (1藷 6かのみ)

を持参

3カ、丹児1
• 1月22日 3 9 n 1 ["-1 白金

o 1 }']29日 3 9 汀 ~~30日生

[1識§か河湾3
1月 7Ej 2年 7月 1[~~lO日虫

• 1月 14日 2 年 7 月日日~20日生

1 月 21 日 2 年 7 月 21 日 ~31 E:l 生

3建設児]

1 ;-116日 63年11汚 1日

1月230 63年 II月 16日~却日生

@を完光写真 70点 展 示

。綾光協会推奨銘菓展示

誠一士。包需産Elは妻名蒸の部売をする

e ピテeオコーナー
@なごしこの種、キャンディの一配布

1 fヨ11[](討、 12臼(日)

お当 務立:書襲撃毘光係

盤前期〈蛙頗 6か月までむ方)

1 月 6 日午桂 Z 時30分~4 時

妊掘中の体的変イ乞と過ごし方、妊

捕体揮

Z 月 13日今桂 l 時30分~4 時

お母ぢんと蔀ちゃんむ輯の苗生@

お産む準儲と揖ちゃんの衣類

ヱ月20日 午前回時30分~午後 2時

妊据中と産債の業譲{諦理実習と

昼食試食)

議纏韓繍〈妊輝 8か月以降のJi)

1 月 27日午後 l 時30分~4

し
老人タラブのi震動的裂

し社会泰仕活動

ム生きがいぞ高めるための浴動

ム幾康づくりの活動

仁レクリヱーション?援護方等

希望される方は、;j;)j丘くの老人クラブ

にお申し込みそ。

罪悪い会わせ 事語数量護者審議場人守護絞漆



(8) 平成3ま芋守二主持守 58

平
成
3
年
度
平
塚
市
公
共
下
水
道

排
水
設
備
技
術
者
試
験
が
行
わ
れ

る。マ
試
験
日
2
月
7
日
(
金
)

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館

マ
受
験
申
込
受
付

・
期
間

1
月
日
日
(
月
)

1
四
日

(
金
)

・
時
間
午
前
9
碍
3
午
後
4
碍

@
場
所

F
水
道
総
務
課

マ
問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
総
務
課

庶
務
部
(
内
輯
四
四
七
)

市
で
は
、
平
成
4
年
度
入
札
害
加

畳
韻
昭
一
樹
請
用
日
慣
を
顕
布
ず
る
。
希

望
さ
れ
る
業
者
(
除
く
、

3
年
産
畳

鋸
揖
み
由
業
者
)
註
手
続
き
安
。

{
鞠
品
関
係
}

マ
用
紙
の
頒
布

2
河
3
日
j
t
J
M
E

ま
で
の
う
ち
の
沼
日
、

9
日
間

@
時
間
乍
前
9
時
i
H持
却
分
、

き
先
門
口
、
知
り
合

葬
い
の
方
か
ら
紛
統

や
借
家
の
こ
と
で
相
談
を
受
け

ま
し
た
が
、
専
門
的
な
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
借
家
の
法
簿
も
改

正
さ
れ
た
と
い
う
ご
と
で
、
答

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た。
広
報
紙
に
市
民
相
談
の
案
内

が
山
山
て
い
ま
す
が
、
年
間
同
を
通

し
て
ど
の
よ
う
な
間
相
談
が
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

(
簸
鈴
附
町
小
川
刊
文
鍔
ざ
ん
)

二
-
一
】
口
市
で
は
、
人
権

バ
ト
ゾ
一
法
律
か

ι
一
発
明
特

許
ま
で
の
十
種
績
の
紹
説
献
を
お

受
一
口
し
て
お
り
、
朝
日
設
の
案
内

は
広
報
紙
に
掲
毅
し
て
い
ま

す。

午
桂

1時
3
4時

マ
場
所
用
度
認
(
内
棉
一
一
一
一
回
)

守
頒
布
金
額
2
部
三
百
円

{
工
事
醐
阿
部
}

ヤ
用
紙
の
棋
布

2
月
3
自
ら
M
円

ま
で
の
う
ち
の
平
目
、

9
日
間

・
時
間
午
前
9
時
1
孔
時
却
分
、

午
後
1
時
3
4時

マ
場
所
建
設
総
務
課
(
内
報
四
一
一
一

八
)

マ
頒
布
金
額
1
部
四
百
円

ヱ
業
統
計
盟
問
査
が

平
成
3
年
工
業
統
計
調
査
(
通
商

産
業
省
)
が
は
月
日
日
現
在
で
行
わ

れ
る
。
詰
当
さ
れ
る
事
業
所
に
は
謂

査
員
が
お
伺
い
す
る
。
ご
協
力
を
。

マ
対
象
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
務
諌
統
計
調

査
M

m

(
内
綿
一
二
四
九
)

操
教
モ
ニ
タ
i
募
集
一

県
で
は
、
平
成
4
年
度
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間

2
月
4
5
(
土〕

1

2
月
5
日
(
水
)

マ
賀
詞
惜
却
費
以
上
の
県
民
{
た
だ

し
、
公
務
員
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
に
あ
る
方
、
お
よ
び
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
方
は
除
く
)

マ
募
集
人
口
一
同
月
五
十
人
(
選
考
)

マ
内
容
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席
、
県
政
の
特
定
テ
ー
マ
に
対
す
る

意
克
の
提
出
一
泣
か

マ
謝
礼
年
一
月
七
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
庁
県
民
部
県

民
器
調
査
班
(
電
卓
加
。
四
五
一
一
。

一
二
二
内
棉
三
三
五
問
)

一
水
泳
と
テ
ニ
ス
教
愛

神
宗
川
県
体
育
協
会
で
は
、
初
心

者
の
女
性
を
吋
象
と
し
た
水
泳
教
宅

と
テ
ニ
ス
教
室
を
開
く
。

{
木
一
車
教
蜜
}

マ
日
程

A
コ
ー
ス
1
月
8
日
3

3
月
間
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
(
除

く
1
月
日
円
、
ロ
日
、
四
日
、

2
月

四
日
)
符
全
8
菌
、

B
コ
ー
ス

1

丹
叩
B
3
3
月
日
日
の
毎
週
金
曜
日

(
除
く
Z
丹
出
口
、
回
日
)
・
全
8

E
 

・
時
間
午
前
即
時
1
ロ
時

守
会
場
平
塚
舵
A
n
体
育
館
温
水
フ

マ
定
員
各
コ
ー
ス
時
人
(
抽
選
」

マ
参
加
料
六
千
凹
百
円

中
申
込
期
眼
目
月
回
目
~
水
)

{
暗
式
テ
ニ
ス
教
窓
}

マ
日
韓
2
月
8
日
3
3
月
回
日
ま

で
の
毎
週
水
瞳
口
(
除
く
1
月
日

係
が
二
百
十
六
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。ご

質
問
の
相
続
や
借
家
の
部
長

崎
潤
拾
に
つ
い
て
の
相
開
設
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
借
家
に
つ
い

て
は
、
今
年
の

T
Rに
傍
地

借
家
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
斤
ら

件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
主
新
法
の
規
定
に
よ
る
と
、
現
在

な
も
の
は
綴
続
。
贈
与
@
遠
雷
あ
る
借
地
叩
借
家
関
係
に
つ
い

関
係
が
三
宮
五
十
四
件
、
借
家
て
は
一
一
切
迫
泊
さ
れ
な
い
こ
と

な
ど
の
策
貸
借
衡
係
が
一
一
百
六
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

十
一
件
、
金
銭
貸
借
・
近
隣
鶴
現
在
の
借
り
支
は
今
回
の
改
正

け、

2
円
日
什
て
士
山
川

-
E
1
7
L
L
 

S
H
H
h
:
内
l
u
l
q七
:
リ

マ
会
場
平
塚
総
舟
氏
閣
テ
ニ
ス
コ

T
l
k
r
 

マ
{
盛
岡
却
人
(
抽
選
)

マ批判
U

一
加
料
じ
千
円

マ
申
込
期
限
ロ
バ
四
日
(
水
)

申
し
込
み
は
、
比
捜
泊
が
き
に
参

加
希
望
教
案
。
門
(
本
泳
教
奈
は
コ
ー

ス
名
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
む
う
え
、
一
一
す
出
横
浜

市
神
奈
川
区
一
一
ジ
似
凶
町
3

1

県
立
ス
ホ
ツ
会
蛇
内
神
泉
川
県
体

育
協
会
(
電
A
O問
汽

。
六
五
一
…
)
ヘ
。

日
島
執
念
出
調
討
会
が
、
福
祉
会

館
と
中
央
公
民
館
キ
」
会
場
に
開
か
れ

る。{
教
草
津
}
一
時
打
川
家

マ
日
持

2
月
2
汀
(
け
)
{
!
?
四
日

(
円
)
ま
で
の
う
ち
の
9
H問
(
除

く
4
円
、

6
円、

8
1
、
日
付
、
日

行
、
日
円
一

争
時
間
平
日
午
推
6
時
叩
分
1

9
b
t
7復
1

本
牛
肉
3
4
b
T
心
ナ
、
j

t
u
P
E
E
l
j
'
E
!
日
3
5

午
後
5
時

マ
定
員
話
人
(
先
着
順
)

マ

費

用

ゴ

円

に
よ
り
不
利
援
を
受
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

借
家
や
指
紋
な
ど
で
お
的
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

民
間
明
議
室
「
市
役
所
一
階
市
民

ホ
ー
ル
e

内
線
一
一
九
一
)
ま
で

ご
連
議
く
だ
さ
い
。

(
地
域
づ
く
り
懇
)

東
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
繋
一
望
は

お
気
軽
に
広
報
課
広
聴
係
(
内

線
一
一
一
五
五
)
に
お
寄
せ
く
だ
さ

し

{
救
急
法
)
故

3
d匂
資
格
指
材
製

マ
日
制
2
H
2
H
(
け
)
1
9
日

(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
6
汀
間
一
除

く
4
口、

8
H
)

・
時
間
平
日
写
能
6
時
加
汁
〈
3

9
時
、
日
曜
け
千
前
9
吋
却
汁
S

T?
持一
5
時

V
定
員
別
人
(
光
袴
楠
)

マ
費
用
一
千
円

{
蘇
(
そ
)
生
法
}
一
般
対
象

り
日
棺

2
円
9
H
(
口
一
、
回
日

(H)
の
2
円
問

・
時
間
午
前
9
時
《
)
午
後
5
時

マ
定
員
叩
人
(
先
符
順
)

マ
費
用
一
千
四
百
け
五
十
円

申
し
込
み
は
、
社
会
課
背
珂
慌

(
内
線
一
一
(
一
)
)
へ
。

…
金
ご
み
処
潔
甲
高
齢
特
縫

マ
H
時

1
月
日
口
(
土
)
午
後
l

b
寸

O
L
T
1
3
t
r

2
3
ノノ
1
2仏

マ
会
場
市
役
所
新
賠
前

ヤ
碍
頭
、
金
舶

ゐ
据
え
毅
き
明
口
一
一
j
山

子

口
円
、
百
九
十
日
一
千
一
一
百
円

e

相
暗
め
込
み
型
百
七
十
口
一
一

γ

四
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
山
環
境
衛
マ
笑
時

点
(
内
線
丘
一
一
心
)

ま
ち
か
と
ギ
b

ラ
リ
!
ヘ
ダ
川
市

r
T
良
一
了
、
好
!
b
正
体
て
じ
一
日
比

z

ロ

重

苦

手

i
p
n
z
J

券
、
一
義
現
行
の
持
キ
セ
ヨ
リ
i
)

〔
江
口
片
山
揖
「
各
凶
体
庁
間
鴎
)
}

日
月
却
口
(
会
J
1
1
日
パ
川
口
什
(
火
)

前
投
ギ
守
ラ
リ
ー

(μ

尽乱山中一

向
){

開
南
の
風
写
真
展
}
日
円
1

H

(日
)
1
m
日
(
火
)

あたた傘、い
社
会
福
祉
挙
会
は
、
地
域
福
祉
ホ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
捜
わ

れ
る
。
ご
協
i

一刀を
n

問
い
合
わ
け
-
は
、
社
会
福
M
M
協
議

会
(
電
品
目
(
一
一
一
一
一
)
へ
o

v社
金
福
祉
義
金
へ
。

f
h
悶
什

治
会
ひ
ま
わ
り
会
内
千
一
十

円
、
日
入
会

T
門
、
平
塚
行
神

輿
連
絡
協
議
会
千
万
円
、
日
産
4

体
一

L

一
々
円
、
高
本
医
院
九

千
一
一
一
円
八

1
パ
円
、
主
一
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。
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れ
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政
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ベ
げ
ん

J
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お
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樹
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は
浜
ら
れ
一
主
々
の
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品
川
家
庭
に
あ
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た
め
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持
械
の
慌
の
脅

奇
府
に
つ
い
て
は
謀
り
受
け
る
ん
の
民

仰
と
な
る
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(丹)、 10臼

(金)平埠羽毛

ゴヒ口
※時間 10時~15時30分 (1 月 10日のみ 13時---15時

30づテ)

く〉ご協力ありがとうごEざいました (11月)
敬祢略

東海大学、平塚商業高校、神奈川大学、なでしこ

ライオンズクラブ、平嘩農業高校、横浜ゴム、イ唱ミ

電子金属、高浜高校
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喜重光寺の持ち上げ地蔵

き
ま
し
た
。
平
塚
で
見
る
こ
と
が
蓬
光
寺
に
移
さ
れ
、
現
疫
に
否
つ

で
き
る
石
仏
の
地
蔵
だ
け
で
も
判
て
い
ま
す
。

前
一
日
紹
介
し
た
腹
帯
地
蔵
の
よ
う
さ
で
、
こ
の
地
裁
に
約
ま
れ
て

な
子
安
地
蔵
の
ほ
か
、
延
命
地
い
る
妙
還
と
い
う
僧
は
、
東
京
都

議
、
行
限
件
〕
続
、
対
ご
い
的
厳
な
台
東
混
と
野
阪
木
に
あ
る
浄
名
段

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
の
あ
り
力
と
い
う
寺
一
段
に
、
明
治
力
社
、
第

を
克
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
一
一
ト
八
悦
の
役
職
と
な
っ
た
人

今
回
取
り

k
げ
る
持
ち
上
げ
取
で
、
十
一
一
誌
に
八
万
四
千
悼
の
石

蔵
法
、
飽
き
地
蔵
と
も
呼
ば
れ
、
地
続
を
建
立
ず
る
こ
と
を
惑
い
、

し
の
中
で
願
い
ご
と
を
念
じ
な
が
多
く
の
石
地
液
中
町
照
的
収
さ
せ
、
各

b
持
ち
仁
げ
て
み
て
、
軽
く
感
じ
地
で
で
っ
か
が
い
地
蔵
{
一
と
し
て

た
と
き
に
は
願
い
が
か
な
い
、
重
信
仰
さ
れ
る
よ
つ
に
し
た
と
い
わ

く
感
じ
た
と
き
に
は
か
な
わ
な
い
れ
て
い
ま
す
。

と

い

う

地

蔵

で

す

。

法

光

寺

の

持

ち

上

げ

地

域

は

、

同
叫
花
は
日
出
恨
木
町
の
法
光
rf境
内
こ
の
?
っ
か
が
い
地
威
」
の
一
つ

に
あ
っ

γ
¥
均
読
に
は
「
発
願
主
で
す
。

比
丘
妙
運
大
慾
八
苗
円
四
千
抽
出
之
(
博
物
館
主
作
は
子
十
一
z
員
小
川
泣
之
)
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